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松本誠一編 

ショシャナ・ズボフ 野中香方子訳「監視資本主義 人類の未来を賭けた闘い」東洋経済新報社 21.7.8（11） 

第 2 部 監視資本主義の発展 

第 8 章 経験からデータへ 

Ⅰ.Sur-Render という言葉 

・ 私達は、企業が個人データを大量に収集することを案じ、なぜ彼らは儲か 

るのか、と不思議に思う。そして、「誰がデータを所有するのか」と問う。 

「なぜ、私達の経験は行動データにされるのか？」。この重要なステップは、 

余りにも容易に見過ごされている。経験とデータの隔たりと、この隔たりを 

埋めようとする操作に注目する。 

・ 私は、この操作を「レンディション」と呼ぶ。人間の経験を強奪すること 

 が、監視資本主義の原罪であることは見てきたが、この強奪は単なる抽出ではない。レンディショ

ンとは、人間の経験が、データ化、製造、販売のための原材料として奪われることなのだ。 

・ レンディションは、二つの意味を持つ 

②  あるもの「Ａ」を別のもの「Ｂ」に変える行動を示す。 

 ② 変えられるものがレンダリング降伏・引渡されることだ。 

・ 監視資本主義が生まれる 1 年前にジョージア工科大学の 

「アウェア・ホームプロジェクト」は、監視資本主義とは全く 

異なる 3 つの仮定に基づいていた。 

 （１）個人のどの経験をデータ化するかは、本人が決める。 

 （２）データ化は、個人の生活を豊かにするするために行われる。 

 （３）データがどのように共有され利用されるかは本人が決める。 

・ それから 20 年が過ぎた今、この構想は考古学的異物に成り果てた。人を力づけるデジタルの 

未来にも、公平な知の分割にも向かわなかった。2017 年、自律型掃除機ルンバを製造するアイロ

ボットは、マッピング機能を搭載し、顧客の家の間取り図を取得し、売却するというものだ。更に

主力製品にはカメラ、センサー、ソフトウエアが搭載されており、自分の位置を追跡しながら地図

を作成するなど、新たな機能が使用できるようになっている。このため市場は、1 年前に 35 ドル

の株価が 102 ドルに上昇した。時価総額は 25億ドルになり、6億 6千万ドルの収益をもたらした。 

・ プライバシーの専門家は、このデータ・ストリームには法的保護や機密保持義務が伴わないこと 

を警告した。ルンバのユーザーは、使用状況データの管理を停止できることになっているが、ルン 

バはマッピングデータと使用状況データを取得する。 

・ 大学の優秀な科学者によって開発され、商品化しつつある「スマート・スキン（肌に貼るパッチ 

状のセンサー）」は、当初パーキンソン病の患者のための診断能力を評価されていたが、今では電

波やその他のエネルギー源からエネルギーを吸い取る、バッテリー不要の「スマート・スキン」を

開発した。スマート・スキンは、永久的なワイヤレス・ネットワークを大量に実現できる究極のセ

ンサーとみられている。 

Ⅱ．身体のレンディション 

・ あなたの身体のレンディションは、携帯電話から簡単に始まる。監視資本主義者は、あらゆる方 

法を駆使して行動余剰を見つけ、もっとも単純なのは、あなたがどこにいるかを正確に知る方法だ。 

 位置データは、スマートフォンがあなたの身元や位置を写真やビデオに自動的に埋め込む時に作成
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される。あなたは携帯電話の GPS ロケータを切ることはできるが、ほとんどの人はそうしない。 

・ アメリカでは、ヘルス・フィットネス・アプリの大半は、医療プライバシー法の対象ではない。 

 既存の法律は、デジタル機能や監視資本主義者の操作の凶暴性を考慮していない。身体のレンディ

ションには多くの新しい領域がある。臓器、血液、目、脳波、貌、歩行、姿勢等だ。 

第 9 章 深層からのレンディション 

Ⅰ．征服としてのパーソナライゼーション 

・ 行動余剰の新天地は、私達の精神というダークデータの大陸が、他者の利益のために白日の下に 

さらされる。私たちの意向や動機、願望や要求、好みや欲望、気分や感情、パーソナリティや気質、 

本音や嘘、そのすべてがである。機械による人間の深層への侵入は、「パーソナライゼーション」

という旗印の下で遂行され、その裏には、第 2 の近代の要求と不安を利用して莫大な利益を得よ

うとする邪悪な計画だ。 

・ グーグル CEO ヴァリアンは、彼が引き合いに出す医師や弁護士、会計士との関係とは正反対だ。 

それら三者は,患者や依頼人との相互依存性や互恵性について重い責任を負っており、その責任   

は、専門教育、行動規範、評価や審査といった広範な制度によって規定されている。 

・ ヴァリアンは、ハイテク業界の不透明なレトリックが、監視資本主義者のより大きな使命にとっ

て社会的・経済的不平等は有益であることを認めている。未来予測は、金持ちを知ればよい。 

・ グーグルの革命的なクローラー（ウエッブ上の情報を取得し、自動的にデータベース化するプロ 

グラム）は、ワールドワイド・ウエッブの超高速インデックス作成を可能にした。私たちの行動を

レンダリングし、オンラインの行動余剰は全て予測商品に結び付けられ、売買される。 

・ グーグルも人間と装置との「会話」を確立しようとするハイテク企業集団に加わった。人間が考 

えたり指を振ったりするだけで、パーソナル・アシスタントが意図を理解し、行動に変換するかも 

しれない。「会話」は、原材料供給能力がずば抜けているので、報酬はけた外れになるだろう。 

・ かつてはユーザーがグーグルを検索したが、今では逆にグーグルがユーザーを検索する。会話に 

は多額の設備投資もされている。サムスンのスマートテレビは、テレビの近くでの会話のすべてを

記録し、それを音声認識システム市場のリーダーのニュアンス・コミュニケーションに送っている。

その会話には、「塩をちょうだい」「洗剤が切れたわ」「妊娠しているの」「彼女が離婚したがってい

る」「私のこと愛しているの」・・・・・・ 

・ 子供の自由な想像力を写しだす愛らしい人形が、レンディションの道具になることが運命づけら 

  れ､ドイツ連邦ネットワーク庁は、カイラ人形を禁止し、破壊することを決めた。 

・ アマゾンは、ハウスクリーニング、配管設備、レストランのデリバリーといった実世界のサービ 

スを売ることを考えているが、その構想はもっと壮大で、すべての行動余剰の狩りを進めている。 

所感：レンディションが日常的に行われ、市民の行動がすべて商品化され、お金になっているという。 

 1960 年以降の主要国の GDP 推移を概観すると、 

日本が 1980 年代に急成長し、その後緩やかな 

成長か停滞であるのに対し、米国の成長の凄ま 

じさが注目される。中国は途中から米国に近づ 

き、急成長している。 

著者は、レンディション：人間の経験を強奪 

 することが、監視資本主義の原罪であることを 

 指摘している。人間の経験が、データ化、製造、 

販売のための原材料として奪われ、商品化してい 

る現状を我々一人ひとりが理解した上で、人権と 

民主主義を根本から学び直さなければならない感がある。米国のトランプ政権が誕生したのも、こ

のレンディションとの関係ではないだろうか。誰がどう行動し、投票するかは、今では商品として

売買されているということが現実なのではないかと思わざるを得ない。   （文責 中瀬） 

 


